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２０１１年千葉県旭市飯岡の津波第３波に伴い生じた反射南下流について

The reflective south going current, accompanied by the third wave of

Tsunammi at Iioka , Asahi City , Chiba Prefecture in 2011.
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1. 2011年旭市の津波被害を記録する会

1. The Group of Recording for Tsunami Damage of Asahi City in 2011

 
　千葉県旭市飯岡では午後５時台に西岸の沖合を北上する「第３波本体の波」を遠く見送って間もなく、突

然、西岸に沿って「南下する流れ」に襲われた。本発表では「南下流」が生じた原因について述べる。 

　私たちは旭市沿岸の全戸訪問を実施して聴き取り調査を行い、約６５０の体験談や目撃談を収集した。その

中に「北上する第３波本体の波」と「南下流」との関係についての証言が複数あった。それらを要約すると、 

　『「北上する第３波本体の波」が飯岡の北岸にぶつかると、やや東寄りに跳ね返されて、飯岡西岸の防潮堤

をなめるように南下し、それが「北上する後続流」と離岸堤の内側で衝突して波高を増し、防潮堤を乗り越え

て家々を北から南へなぎ倒しながら進んだ』という内容だった。 

　私たちは高台から撮影された斜め写真や、防潮堤から撮影された地上写真を単写真測量で解析して「南下

流」の波面の走向をもとめて波面図を作成した。その結果、「南下流」の波面は「北上する第３波本体の

波」の東側への回り込みでは説明が難しく、「南下流」は目撃証言のように「北上する第３波本体の波」の北

岸接岸時の反射に由来する流れである、と考えることが合理的であるように思われる。 

　一方、テレビ報道では、「第１波のエッジ波が飯岡の海岸にとどまり続けた」とされ、「南下流」は第１波

の「エッジ波」であり、これに「第３波（本体）」がぶつかって波が高まり飯岡に被害を与えた、と説明され

ていた。（ＦＮＮ「わすれない　巨大津波　３年後の新検証」（今村文彦解説　２０１４年３月９日放送） 

　しかし、飯岡では第１波の後、第２波と第３波（特に第２波）の前に潮が大きく引き、湾の海底が干出して

広大な砂浜が現れていたので、飯岡の海岸に「第１波のエッジ波」がとどまり続けたという事実はなかった。 

　【結論】「南下流」は第１波によるエッジ波ではなく、「北上する第３波本体の波」の北岸接岸時の反射に

由来する流れである。これが北上する後続流と離岸堤内で衝突して高まり、飯岡西岸を襲った。 

　【文献】春川光男(2013) 日本地球惑星科学連合2013年大会予稿集HDS26-15
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